
老
令
年
金裁

定
の
手
続
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明
治
三
十
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年
十
二
月
生
ま
れ
の

方
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、
生
ま
れ
た
月
の
翌
月
か
ら

該
当
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
っ

て
届
け
い
で
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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通
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円
が
母
子
福
祉
制
度
資
金
か
ら
借
り
ら
一
と
し
て
「
ま
ご
こ
ろ
銀
行
」
へ
。

れ

る

こ

と

を

ご

存

知

で

す

か

?

一

寄

付

者

長

浜

堀

井

章

一

氏

利
子
は
全
く
い
り
ま
せ
ん
。
一

V
五
千
円
を
「
ま
ご
こ
ろ
銀
行
」
へ
。

返
済
方
法
は

4

お
金
を
借
り
た
三
一
寄
付
者
長
浜
火
災
擢
災
者
同
盟
一

ヶ
月
後
か
ら
返
済
を
始
め
、
二
年
(
一
二
同
(
二
十
六
世
帯
)

四
回
払
い
)
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す

Q

一
マ
五
千
円
を
香
典
返
し
の
代
わ
り
と
し

(一一

O
凶
ま
で
は
毎
月
二

h

一
O
O同
一
て
「
ま
ご
こ
ろ
銀
行
」
〈
。

づ
っ
、
二
十
一
日
目
か
ら
最
終
の
二
十
一
寄
付
者
下
須
戒
菊
地
受
窓
口
生
氏

回
ま
で
は
毎
月
二
、

O
O
O
Hづ
っ
返
一
す
二
万
円
を
病
気
見
舞
返
し
の
代
わ
り

済

す

る

)

一

と

し

て

「

ま

ど

こ

ろ

銀

行

」

へ

。

せ
っ
か
く
母
子
家
庭
の
福
祉
の
た
め
一
寄
付
者
下
須
戒
泉
田
幸
雄
氏

に
で
ぎ
て
い
る
制
度
で
す
。
お
気
軽
に
一

V
一
万
六
千
円
を
呑
典
返
し
の
代
わ
り

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

一

と

し

て

「

ま

ご

こ

ろ

銀

行

」

へ

。

な
お
、
こ
の
ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
、
一
寄
付
者
松
山
市
中
島
h

豊
氏

役
場
本
庁
か
各
連
絡
所
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

お
お
ぶ
ぷ
総
蕊
ぶ
お
お
ぶ
ミ
N
N
N
Nぶ
ぬ
ぶ
ぷ
ぷ
時
総

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

(一)第160号

;配

費
設
ど

例
金
日

一一月
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町

給
与
改
正
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
h
T
一
主
な
議
勉
と
し
た
長
浜
町
議
会
一
一

方
日
回
定
例
会
は
、
去
る
十
二
月
十
五
日
聞
か
れ
、
決
算
の
認
定
を
含
一
一

む

二

十

議

案

が

原

案

の

通

り

可

決

決

定

し

ま

し

た

。

一

一

(
ほ
と
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
も
の
一
人
件
費
を
補
正
す
る
た
め
、
一
般
回
特

一
は
、
次
の
通
り
で
す
。
一
別
会
計
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
予
算
の

一
マ
昭
和
問
十
三
年
度
一
般
お
よ
び
特
別
一
補
正
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

同

一

会

計

の

決

算

を

認

定

一

た

。

一
一
〉
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
町
職
員
、
一
一
般
会
計

一
教
育
長
の
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
一
今
回
、
二
九
八
六
万
五
千
円
ケ
一
追
加

支
一
人
事
院
の
勧
告
に
作
い
、
凶
十
四
年
一
こ
れ
で
本
会
引
の
総
額
は
、
六
億
七
一

持
一
六
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
f
h
J

が
改
正
三
八
万
凶
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
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特
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計

一
マ
国
民
健
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保
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の
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一
今
回
.
各
特
別
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、
総
額
一
六

涯
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国
保
加
入
者
に
亦
ち
ゃ
ん
が
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ま
れ
一
八
万
八
千
円
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追
加
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ま
し
た
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.
一
た
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合
、
こ
れ
ま
で
助
産
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一
二
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般
質
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ニ
面
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千
円
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さ
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し
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さ
れ
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一
?
の
の
一
じ
い
こ
れ
は
中
学
校
の
設
備
光
一
ま
た
、
現
在
の
ほ
桐
は
、
こ
れ
が
無
く
一
姿
勢
で
研
究
を
し
、
取
り
組
ん
で
行
き

一一ノ口一

ι
1同
討
し
に
し
亡
剖
十
五
一
年
度
る
一
な
る
と
闘
係
住
民
の
方
方
に
不
便
を
与
一
た
い
。
町
長

で八け
J

に
じ
討
を
ふ
え
て
行
会
た
い
い
一
え
る
と
尖
に
、
自
民
街
に
対
す
る
影
響
↑

一

|

応

一

川

一

日

丈

一

も

出

℃

く

る

の

で

、

橋

が

も

ち

三

「

萌

究

寵

持

管

一
)
己
防
長
「
浜
山
山
口
寸

ιtrMtvzi--
に
え
る
ま
で
は
人
と
白
一
転
ー
阜
く
ら
い
一
;
円
い
ー
い
い

;
-
4
0

一
心
判
明
一
出
巴
起
に
つ
L

て
、
教
円

JE一
ま
で
が
通
行
で
き
る
よ
う
む
性
格
で
町
一
岡
山
見
交
換
を
/
」

一
山
川
甲
山
井
一
と
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
心
一
刊
行
信
却
を
し
て
行
曾
た
い
。
一

一
ム
宗
一
寸
九
日
)
民
主
笠
宮
方
て
各
地
の
一
④
弘
妥
J

え

と

し

て

は

、

約

三

本

く

一

小

川

儀

三

郎

氏

一
先
送
川
崎
の
以
一
日
の
い
タ
見
守
1

て
を
ま
し
一
ら
い
な
つ
な
ま
道
路
を
入
れ
た
い
と
恩
一
圃
同
一
長
浜
町
に
誘
致
さ
れ
る
と
い
う

い
パ
一
小
、
回
心
食
起
半
伐
の
変
化
な
ど
一
ド
一
り
て
い
る
。
町
長
一
本
命
だ
っ
た
昭
和
石
油
は
、
現
在
大
分

パ

フ

パ

シ

か

米

治

の

向

山

ゃ

、

そ

の

川

一

一

市

の

鶴

崎

地

区

に

そ

の

白

羽

の

矢

を

立

一
司
一
木
町
心
主
主
小
ιι

主
と
し
て
一

U
U斗
日

hu--ui一
一

役

場

に

出

稼

ぎ

相

一

uhvl何
日

一

九

日

間

ど
の
よ
う
な
可
、
り
ん
を
と
ス
い
る
か
。
:
い
ム
く
時
間
主
し
て
い
た
た
さ
一
談
所
を
ゲ
一
一
決
め
た
以
上
は
、
そ
こ
に
全
力
を
尽
く

一
閣
一
単
一

S
L
I
n
t
-よ
ー

し

。

金

一

長

一

L

一
す
し
、
政
府
も
ま
た
こ
れ
を
ハ
ッ
ク
ア

み
に
よ
っ
て
以
済
対
い
ぶ
か
話
じ
る
こ
と
一
一
恥
同
一
川
正

ι
川
口
戊
の
訟
法
川
の
ノ
ポ
ぷ
一
矢
野
一
夫
氏
一
ツ
プ
す
る
も
の
と
思
う
が
、
こ
う
ハ
う

日
J

Tら

2
2
h
れ
に
一
日
を
延
長
さ
れ
た
い
。
一
研
一
閣
一
喜
義
か
ら
長
浜
、
長
浜
か
ら
一
段
階
に
お
い
て
、
こ
の
長
浜
町
へ
十

i
f
h
d
E訪

71LJ」
一
l

業
り
し
f

一
応
ハ
ピ
、
白
州
一
引
H

1

い
同
日
当
ト

:

J
一
白
川
何
に
ん
L
-

一
る
た
洲
線
の
道
路
改
良
工
事
一
ね
ら
っ
て
き
て
お
る
企
業
に
は
、
ど
う

ー

と

11山
口
わ
せ
に
ぶ
つ
て
一
郎
分
一
副

L
r
E山
U
U
江
川
九
五
、
い
つ
ご
ろ
完
成
す
る
見
込
か
Q

一
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

…

Mu--JJr日

一

日

日

リ
J

し
に
一
と
は
匝
た
が
、

z
i
?に
と

一

間

一

言

灘

J
E官
、
現
在
て
閣
一
今
の
と
こ
る
、
ど
の
よ
う
な
企

i
:
y
Y
5
3
4涼
H
J
/

庄
フ
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